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床化学 ３８：S１‐６０．
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本環境感染学会総会・シンポジウム．２００９，２，２７．環境感染学会誌 ２４，１０２．
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日本臨床検査自動化学会第４１回大会サテライトセミナー．２００９，１０，９．日本臨床検査自動化学会

誌 ３４：４５６．

１７ 草場耕二，中島由佳理，於保 恵，永沢善三，福岡麻美，青木洋介：１６SrRNA遺伝子および ITS

遺伝子の塩基配列を用いた菌種同定法の有用性．第２０回日本臨床微生物学会総会．２００９，１，３１‐

２／１．日本臨床微生物学雑誌 １８：４，１２７．

１８ ○小西 舞，冨桝りか，浦田千紗子，田中麻里子，横尾眞子，出 勝，久富 崇，福島伯泰，末岡

榮三朗，木村晋也：Imatinib内服中に肺胞蛋白症を発症した慢性骨髄性白血病の一例．第７１回日本

臨床血液学会．２００９，１０，２３‐２５．臨床血液 ５０：９，５３７．

１９ Kozu T, Tanaka Y, Asou S, Hisatomi T, Sueoka E: microRNA expression profiles of adult T-cell leukemia．第

３２回日本分子生物学会年会．２００９，１２，９‐１２．online proceedings 1P-0868.

２０ 久米修二，中村光男，次富久之，橋本教経：肺腺癌における術中迅速 EvG染色の有用性の検討．

第５８回日本医学検査学会．２００９，７，３０‐８，１．医学検査 ５８：６３１．

２１ ○Masuoka M，Shiraishi H，Ohta S，Suzuki S，Sutoh H，Inagaki N，Furue M，Izuhara K：細胞外マト

リックスタンパク質であるペリオスチンはアトピー性皮膚炎の病態形成において重要な役割を果た

している．第３９回日本免疫学会総会・学術集会．２００９，１２，２‐４．日免疫総会誌 ３９，２１３７．

２２ ＊松本富美子，玉田太郎，本庄栄二郎，太田昭一郎，出原賢治，黒木良太：インターロイキン１３受容

体 α２（IL‐１３Rα２）の調整とその性質．第４７回日本生物物理学会年会．２００９，１０，３０‐１１‐１．生

物物理 ４９．

２３ 永沢善三，中島由佳理，於保 恵，草場耕二，馬目 功，永山在明：Teicoplaninを用いた化学発光

法による迅速薬剤感受性試験での β‐lactam antibiotic induced vancomycin-resistant MRSAの検出．第

２２回臨床微生物迅速診断研究会総会．２００９，７，４．第２２回臨床微生物迅速診断研究会総会プログ



ラム・講演記録集 P２３（受賞講演）．

２４ ＊長島広相，中村 豊，鹿内俊樹，佐々木信人，佐藤温子，似内郊雄，菅野祐幸，澤井高志，玉利真

由美，広田朝光，出原賢治，山内公平，井上洋西：気管支喘息患者における IL‐１３遺伝子多型と気

道リモデリング．第５９回日本アレルギー学会秋季学術大会．２００９，１０，２９‐３１．アレルギー ５８：

９．１０，１２９７．（ミニシンポジウム）

２５ ＊中島由佳理，草場耕二，永沢善三，宮本比呂志：ATCC標準株及び血液培養由来株を用いたマイク

ロスキャン Rapid Plusシリーズの性能評価．第２２回臨床微生物迅速診断研究会総会．２００９，７，４．

第２２回臨床微生物迅速診断研究会総会プログラム・講演記録集 P３９．

２６ ＊能登谷武，友田 豊，野村 努，山田尚友，押田眞知子，藤井康彦，下平滋隆，高本 滋，高松純

樹：全国大学病院輸血部会議副作用ワーキング調査報告．第５７回日本輸血・細胞治療学会総会．

２００９，５，２８‐３０．日本輸血・細胞治療学会誌 ５５：２１０．

２７ ＊岡元昌樹，太田昭一郎，内田 賢，白石裕士，大島孝一，藤本公則，上甲 剛，星野友昭，出原賢

治，相澤久道：特発性肺線維症における細胞外マトリクス分子ペリオスチン発現の解析．第４９回日

本呼吸器学会学術講演会．２００９，６，１２‐１４．

２８ Ohta S, Matsushita H, Shiraishi H, Suzuki S, Izuhara K: Inhibitory effects of TLR4 signaling on allergic air-

way inflammation．第３９回日本免疫学会総会・学術集会．２００９，１２，２‐４．日免疫総会誌 ３９，２２３．

２９ 太田昭一郎，白石裕士，鈴木章一，柴田瑠美子，出原賢治：IL‐４／IL‐１３拮抗剤選択に向けての新

規バイオマーカーの開発．第２１回日本アレルギー学会春季臨床大会．２００９，６，４‐６．アレルギー

５８：３．４，３１９．（シンポジウム）

３０ ○佐野直人，中島由佳理，秋山兼範，永田正喜，草場耕二，永沢善三，宮本比呂志：１６SrRAN遺伝

子の塩基配列が菌種同定に有効であったMoraxella catarrhalis 菌血症の一例．第２２回臨床微生物迅

速診断研究会総会．２００９，７，４．

３１ ○白石裕士，増岡美穂，出原賢治：細胞外マトリックスタンパク質ペリオスチンを標的としたアトピー

性皮膚炎の治療の試み．第５９回日本アレルギー学会秋季学術大会．２００９，１０，２９‐３１．アレルギー

５８：９．１０，１１１３．（シンポジウム）

３２ Sueoka E, Aragane N, Sato A, Hideaki H, Keiko H, Hisatomi T and Tanimoto K: Constitutive expression of

hypoxia-inducible factor-1α induced tumor development in a transgenic mouse model．第６８回日本癌学会．

２００９，１０，１‐３．

３３ Sueoka E, Aragane N, Sato A, Hideaki H, Keiko H, Hisatomi T and Tanimoto K: Tumor development in trans-

genic mice constitutively expressing hypoxia-inducible factor-1α. The 7th Annual Meeting for the Japanese

Association for Cancer and Hypoxia Research. 2009, 12, 5-6．抄録集 p２８．

３４ Sueoka E, Aragane N, Sato A, Ide M, Fukushima N: Constitutive expression of HIF-1a induced tumor devel-

opment in a transgenic mouse model．第７１回日本臨床血液学会．２００９，１０，２３‐２５．臨床血液 ５０：

９．

３５ Sueoka E, Aragane N, Sato A, Ide M, Hiyama K, Tanimoto K: Tumor susceptibility induced by constitutive

expression of hypoxia-inducible factor-1α in a transgenic mouse model．第３２回日本分子生物学会年会．

２００９，１２，９‐１２．online proceedings 3p-0768.

３６ ○Suzuki S, Ito T, Shiraishi H, Ohta S, Arima K, Garcia KC, Izuhara K: Distinct structural requirements for IL-4

and IL-13 binding to the shared IL-13 receptor facilitate cellular turning of cytokine responsiveness．第３９回



日本免疫学会総会・学術集会．２００９，１２，２‐４．日免疫総会誌３９，２１８．

３７ ○田代克弥，尾形善康，草場耕二，永沢善三，浜崎雄平：シンポジウム：百日咳菌早期診断法として

の LAMP法の有用性．第２２回臨床微生物迅速診断研究会総会．２００９，７，４．

３８ ○谷口一登，鈴木章一，濱崎雄平，出原賢治：気管支喘息における陰イオンチャンネルの役割．第４６

回日本小児アレルギー学会．２００９，１２，５‐６．日本小児アレルギー学会誌 ２３：４，４７５．

３９ 浦田千紗子，福島伯泰，田中麻里子，横尾眞子，出 勝，久富 崇，冨桝りか，末岡榮三朗，木

村晋也：当院における悪性リンパ腫に対する自家末梢血幹細胞移植．第７１回日本臨床血液学会．

２００９，１０，２３‐２５．臨床血液 ５０：９，４０５．

４０ 山田尚友：安全な輸血にかかわる輸血検査技師の役割．第１６回日本輸血・細胞治療学会秋季シンポ

ジウム．２００９，１１，１４‐１８．日本輸血・細胞治療学会誌 ５５：４，４７１．

地方規模の学会

１ 青木洋介：Therapeutic empiricismの見直し．第７９回日本感染症学会西日本地方会学術集会・シンポ

ジウム．２００９，１１，１９‐２０．プログラム・抄録集 ５６．

２ 青木洋介，浦上宗治：注射用セフェム系抗菌薬を再考する－内科医の立場から．第５２回日本感染症

学会中日本地方会学術集会／第５７回日本化学療法学会西日本支部総会イブニングセミナー・指定講

演．２００９，１１，２６‐２８．プログラム・講演抄録集 １７１．

３ 青木洋介，浦上宗治，平野和裕，草場耕二，曲渕裕樹，永田正喜，福岡麻美：菌株および患者病態

に特異的な PK-PD解析に基づく抗菌化学療法が奏効した重症 sepsisの二症例．第５７回日本化学療

法学会西日本支部総会．２００９，１１，２６‐２８．プログラム・講演抄録集 ２３５．

４ 本田美穂，若山一夫，田端介富，中里幸恵，中村郁子，野出孝一，柴田昌一朗，宮原正晴，金地佐

千子，金地泰典，岡村 孝，南雲文夫，太田昭一郎，出原賢治：先天性第�因子欠乏症の遺伝子解

析．第１９回日本臨床化学会九州支部総会・第５３回日本臨床検査医学会九州支部総会．２００９，０２，１４．

第１９回日本臨床化学会九州支部総会，第５３回日本臨床検査医学会九州支部総会 合同プログラム

２１：３９．

５ 岩崎めぐみ，田中麻里子，浦田千紗子，横尾眞子，久富 崇，冨桝りか，福島伯泰，末岡榮三朗：

急性骨髄性白血病に対する化学療法で部分奏効が得られた進行胃癌の１例．第２８４回日本内科学会

九州地方会．

６ 草場耕二：微生物検査シンポジウム：微生物検査の知識と技術の向上を目指して－遺伝子検査を用

いた感染症の迅速診断について－．第４４回九州医学検査学会．２００９，１０，１０‐１１．

７ 桑代麻希，福岡麻美，曲渕裕樹，永田正喜，青木洋介，長澤浩平：熱射病に合併した G群連鎖球

菌感染症の１例．第７９回日本感染症学会西日本地方会学術集会．２００９，１１，１９‐２０．プログラム・

抄録集 １０７．

８ 曲渕裕樹，永田正喜，福岡麻美，草場耕二，永沢善三，青木洋介：当院での血液培養陽性症例の解

析．第７９回日本感染症学会西日本地方会学術集会．２００９，１１，１９‐２０．プログラム・抄録集 ９７．

９ 曲渕裕樹，浦上宗治，中野行孝，永沢善三，永田正喜，福岡麻美，青木洋介：TAZ/PIPCの time above

MICが７０～１００％でも持続する大腸菌血症の症例．第５７回日本化学療法学会西日本支部総会．２００９，

１１，２６‐２８．プログラム・講演抄録集 ２７７．

１０ 曲渕裕樹，浦上宗治，中野行孝，永沢善三，永田正喜，福岡麻美，青木洋介：TAZ／PIPCの Time above

MICが７０～１００％でも持続する大腸菌血症の症例．第５７回日本化学療法学会西日本支部総会・第５２



回日本感染症学会中日本地方会学術集会．２００９，１１，２６‐２８．第５７回日本化学療法学会西日本支部

総会 第５２回日本感染症学会中日本地方会学術集会 同時開催プログラム・講演抄録集 P２７７．

１１ ＊大石智洋，村谷哲朗，三鴨廣重，岡田 淳，比嘉 太，斉藤 篤，柳原克紀，青木洋介，門田淳一，

斧 康雄：肺炎球菌の薬剤感受性サーベイランス成績（２００４～２００８年）．第５７回日本化学療法学会

西日本支部総会．２００９，１１，２６‐２８．プログラム・講演抄録集 ２４２．

１２ 岡田倫明，福岡麻美，佐野直人，曲渕裕樹，永田正喜，宮本比呂志，青木洋介，長澤浩平：Coryne-

bacterium jeikeiumによる感染性心内膜炎の１例．第７９回日本感染症学会西日本地方会学術集会．

２００９，１１，１９‐２０．プログラム・抄録集 １１３．

１３ 山田麻里江，山田尚友，南雲文夫，末岡榮三朗，出原賢治，木村晋也：初回妊娠で抗 Jra抗体を産

生した妊婦の１例．日本輸血・細胞治療学会九州支部会第５６回総会・第７７回例会．２００９，１２，５．

日本輸血細胞治療学会九州支部会第５６回総会・第７７回例会抄録集 １６頁．

その他の学会

１ 福岡麻美，青木洋介：若年成人に発症した，菌血症を伴う急性腹症の２例．第１１回九州感染症・化

療フォーラム．２００９，１，１０．臨床と研究 ８６：９，１，２２５．

２ 出 勝，桑原伸夫，松石英城，権藤久司：慢性骨髄性白血病の治療後に多発性骨髄腫を合併した

１例．第６０回佐賀ブルートアーベント．２００９，１，２２．

３ 出原賢治：アトピー性皮膚炎発症機序における新しいパラダイム．順天堂大学環境医学研究所第三

回公開シンポジウム．２００９，６，２７．

４ 出原賢治：アレルギー疾患の生化学的検査．第２７回産業医科大学学会総会．２００９，１０，６．

５ 久富 崇，荒金尚子，佐藤明美，冨桝りか，田中麻里子，横尾眞子，出 勝，福島伯泰，船井典

子，岡本一也，末岡榮三朗：トポイソメラーゼ�阻害と AKT／PKB経路の阻害による成人 T細胞

性白血病／リンパ腫の新しい治療戦略．第１回先端研究センター研究推進部門セミナー．２００９，

２，２７．

６ 草場耕二，中島由佳理，於保 恵，永沢善三，松本二郎，大石浩隆，中島幹夫：Loop-mediated Isothermal

Amplification（LAMP）法を利用したビブリオ・バルニフィカス検出法の検討（第一報）．佐賀大学

有明海総合研究プロジェクト成果報告公開シンポジウム．２００９，５，２３．佐賀大学有明海総合研究

プロジェクト成果報告集 第５巻：１６３‐１６６．

７ 草場耕二：LAMP法を用いた Vibrio vulnificus の検出について．第１回 LAMP研究会．２００９，３，

７．

８ 末岡榮三朗，田中麻里子，横尾眞子，浦田千紗子，久富 崇，冨桝りか，福島伯泰：急性骨髄性白

血病に合併した播種性真菌症の２例．第８回大分血液講演会．２００９，３，７．



職名 氏 名 補助金（研究助成）等の名称 種 目 研 究 課 題 等 交付金額
（千円）

教 授 出原 賢治 文部科学省科学研究費補助
金

基盤研究� アレルギー疾患の病態形成に関与する
新規エフェクター分子の機能解析

１，４３０

教 授 出原 賢治 独立行政法人科学技術振興
機構（JST）

データ補完
（つなぐしく
み）

特発性間質性肺炎に対する診断薬の開
発

１，５００

教 授 出原 賢治 独立行政法人科学技術振興
機構（JST）

産学共同イノ
ベーション化
事業顕在化ス
テージ

特発性間質性肺炎に対する診断薬の開
発

２，９６４

教 授 出原 賢治 独立行政法人科学技術振興
機構（JST）

シーズ発掘試
験研究

アトピー性皮膚炎に対する治療薬の開
発

２，０００

診 療
教 授

青木 洋介 日本学術振興会科学研究費
補助金

基礎研究� メチシリン耐性黄色ブドウ球菌による
院内肺炎の診断と抗菌薬治療閾値に関
す研究

３９０

助 教 太田昭一郎 文部科学省科学研究費補助
金

基盤研究� TLR４シグナルを利用した気管支喘息
発症の予防的治療戦略の構築

１，９５０

教 授
講 師
助 教
助 教

出原 賢治
太田昭一郎
白石 裕士
鈴木 章一

平成２１年度佐賀大学中期計
画実行経費

医学部研究者
育成事業
【基礎】

炎症性疾患における新規エフェクター
分子の機能に関する研究
（代表：出原 賢治）

８８０

教 授 出原 賢治 佐賀大学 研究シーズ アトピー性皮膚炎に対する新規治療薬
の開発

１，５００

職名 氏 名 学術（学会）賞名 受 賞 課 題

臨 床
検査技師

永沢 善三 ARMAM賞 Teicoplaninを用いた化学発光法による迅速薬剤感受性
試験での β‐lactam antibiotic induced vancomycin-

resistant MRSAの検出．

研究助成等

学術（学会）賞


